
 

新たなコミュニティの形成について（論点） 

 

 

 

 

 

 

１．避難の長期化が見込まれる中で、双葉町民の間のコミュニティの維持だ

けでなく、避難先の住民との交流も必要ではないか。 

 

２．避難先の住民との交流を進めていくに当たっては、相手先の土地・住民

を知るというだけでなく、双葉町を理解してもらうといった視点も必要で

はないか。そのためには、具体的にどのような取組が必要か。 

 

 

【きずな部会資料３：新たなコミュニティづくりの動き】 

【きずな部会資料４：「7000 人の復興会議」における新たなコミュニティの

形成に関する町民の意見・提案（例示）】 

【今後の審議の進め方について（平成24年10月16日第３回委員会）】 

・全国に避難している双葉町民のコミュニティをどのように維持するか 

きずな部会資料２ 


